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・学校給食にかかる献立や栄養価計算、アレルギー対応等を効率的に管理・運営するための栄養管理システム

　を導入

◇栄養管理システムの操作画面

　 データをクラウド管理にすることで、各学校で迅速に情報共有する

事業の経過・背景・課題

　給食管理については、小学校　18校（自校調理方式）においては、各校に配属する栄養教職員が、中学校

7校（スクールランチ方式）においては、市教委の栄養教諭がそれぞれ行い、業者へ指示を行っているところ。献立

研究による献立の充実やアレルギー食の確実な除去対応など、より安心安全で充実した学校給食を実施する必

要がある。また、給食を管理・運営するために必要な帳票については、市独自のワードやエクセルを基本に各学校

の栄養教職員が作成・管理しているが、書類作成のための入力・転記作業やチェックがアナログであり、膨大な手

間がかかっている。

事業名

　　　（※）本交付金を活用することで生じる余剰財源の1/2程度の額により

　　　　　　　 教育環境の充実に資する事業を新たに実施・拡充
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栄養管理システム導入・運用事業

取組内容

　栄養管理システムを導入することで、献立研究による献立の充実や、アレルギー食の確実な除去対応など、より

安心安全で充実した学校給食の運営等を行うことができた。

　今後は、さらに栄養管理システムを活用することにより、学校給食をとおして子どもたちに正しい食習慣や食に関

する知識を身に付けさせるとともに、業務を効率化し、職員の働き方改革を実現する。

事業の成果・今後の展望等

交付実績額： － 千円　セット新規（※）


